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大島丸映像処理システムの更新と運用

松井利幸* 古賀英司 **

A Updatcd Vidco Multi¨ monitoring Systcm on TS.Oshima― maru and a Fcw Applications

Toshiyuki Mい

『

SUI and Eishi KOGA

Abstract

nc latest computer and pcripheral cquipmcnt wcre incorporatcd in the video multi― Inonitoring

systenl carricd by Oshima― maru completed in Deccmbcr 1993,but held a problem notto copc with

lack of disposal of computcrs spccd,lack of storage capacity and thc reccnt optical lncdia.  Thc new

systcnl updated in January 2004,improved thc problcms that the systenl conventionally such as

improvcmcnt of proccssing spced,incrcasc of data storagc capacity,record to the l〕 VD Inedia.

ne authOrs describe thc outline ofthe updated systenl and a fcw applications.
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1.は じめに

平成 5年 12月 に竣工した練習船大島丸に搭載

された映像処理システムは、竣工当時としては最

新のコンピュータおよび周辺機器が組み込まれて

いたが、コンピュータの老朽化、処理速度の不足

および最近の光メディアに出力できないなどの間

題を抱えていた。平成 16年 1月 に更新された新

システムは、従来のレーダー、交通監視カメラ、

機関室監視カメラ、水中ロボットなどの N∬C信

号を処理するとともに、新たにDV信号を処理で

きるものとなつた。また、本システムは、映像処

理速度の向上、編集機能の充実、データ保存の大

容量化、DVDメ ディアヘの記録など従来システム

が抱えていた問題の改善が行なわれた。本稿では、

更新された画像処理システムの概要とその運用例

について述べる。

2.システム構成

2.1監視カメラ

図 1に大島丸の一般配置図を示す。交通監視カ

メラは、上部甲板上に前方監視用および後方監視

用各 1台、船首部分にアンカー等を監視するため

のカメラが 1台、計 3台が設置されている。機関

室監視カメラは、機関室の船首側に 2台、船尾側

に 2台、計 4台設置されている。これらの 7台の

カメラの映像は、船橋、機関制御室および教室兼

ワーキングルームに設置されているカメラコン ト

ローラで操作することができる。甲板上に設置さ

れた 3台のカメラの操作権は、船橋のコントロー

ラにあり、機関室に設置された4台のカメラの操

作権は、機関制御室のコン トローラにある。これ

らのカメラの映像は、教室兼ワーキングルームに

設置されている映像処理システムで処理すること

ができるが、ワーキングルームのコン トローラで

カメラを操作する場合には、それぞれのコントロ

ーラで操作権をワーキングルームに切 り替えてお

く必要がある。
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図 1 大島丸一般配置図

2.2映像処理システム

映像処理システムは、図2に示すように、マト

リックススイッチャ、DVSVHSダブルデッキ、

DVDeVHSダブルデッキ、映像処理用パソコン、

大型プラズマディスプレイ等で構成されている。

本システム|ょ い一ィ八
―

メラ、機関室

紗 メラ、水中ロボット例囃象 ビデが ッキ

の再生映像など7系統のNIC信号を入力とし、

マトリックススイッチャによつて4出力を大型プ

ラズマディスプレイ、パソコンのビデオキャプチ

ャボーRD囃 ⅥSダブルデッキおよびDVD/

SvHSダブルデッキに振り分けることができる。

2.3映像処理システムの入力

交薦釣勧 メラおよび麟建釣功 メラは 船橋、

機関制御室および教室兼ワーキングルームに設置

された各カメラコントローラによつて制御するこ

とができる。したがつて、マトリックススイッチ

ャの入力で船橋、機瀾制御墜およびワーキングル

ームを選定すると、それぞれのコントローラで選

択されている画面が映像処理システムの入力とな

る。また、DVSVHSダブルデッキ、DVDS

VHSダブルデッキの再生映像も映像処理システム

の入力とすることができる。

い 舛団象|よ 本体からの信号がRGB信号で
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あるので、スキャンコンバータによりNI℃信号

に変換した後、マトリックススイッチャに入力さ

れている。

2.4映像処理システムの出力

レース 交通監視防メラ、機関墜監視カメラお

よび水中ロボットから送られてくる実映像lよ マ

トリックススイッチャで出力先を選択し、映像処

理用パソコンのディスプレイや大型プラズマディ

スプレイに表示させることができる。また、これ

らの実映像|よ 表示させながら2台のダブルデッ

キで同時に録画することもできる。さらに、映像

処理用パソコンのビデオキャプチャボードに入力

された       ま、デジタルデータとし

て磁気ディスク装置に記録することができる。

2.5映像処理円パソコン

¨ パソコン|よ
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キャプチャボーR256GB磁気ディスク装置2台、

DVD‐RWO‐Wド ライブ、DVD‐ROMライブ等

を装備している。本パソコンの回白|よ デイスト

リビューションアンプによつて19イ ンチ 1「1液

晶ディスプレイと50イ ンチプラズマディスプレイ
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両方に表示させることができる。また、本パソコ

ンにlよ A4サイズのカラースキャナ兼プリンタが

USB接続されている。これらのマルチメディア環

境により、デジタルデータに変換された映像や画

像|よ カロエおよび編集などの作業を容易に行なう

ことができる。
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図2 映像処理システムの構成

3.映像システムの運用
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交通監視カメラ、機関墜監視カメラお

よび水中ロボットから送られてくる鋤 は、大

型プラズマディスプレイに大きく表示させること

ができるので、学生に説明を行なう場合などには

有用である。また、映像を磁気ディスクに記録し

ておいて後で編集や分析をおこなうことも容易に

できる。図3にレーダ画像、図4に後方監視カメ

ラの映像をパソコンに表示した例を示すじ磁気デ

ィスク装置に映像データとして保存する場合、60

分で3.5GBのファイノ1/1こなる。250Bの磁気デ

ィスク装置を2台装備しているので、3日分程度

の記録および編集が可能である。

3.2マルチメディアプログラム

図5に、大島丸の紹介プログラムを示すしこの

紹介プログラム|よ 中物

生を対象に作成されており、このプログラム」映

像処理用パソコン上で起動し、大型プラズヤディ

スプレイに表示して使用する。大島丸に装備され

図3 レーダ画像例

図4 交通監視カメラ映像例
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た¨ 画像や刻熟よ ナレーションとともに

自動的に再生される。この例のように、パソコン

のマルチメディア環境を曳冊う‖よ その他の教

材も猫 自身の手G制作することができ、それ

らの教材を活用することにより教育効果を高める

ことができる。

図6に、大島丸をモデノL/1こ したエンジンシミュ

レータを札 従来のグラフィック画面に加えて、

機関墜映像や機関音などを組み込むことにより、

実験室などに設置された他のパソコンで動かして

も臨場感のあるシミュレーションが実現できる。

本シミュレータ|ょ 前システム用に開発しており、

本ノくソコンとはオペレーティングシステムが異な

るため、プログラム自体を作成し直す必要がある。

しかし、画像、映像、サウンドなどのマルチメデ

ィアデータ|ょ 標準ファイル形式を採用していた

ので、ほとんど問題なく移行できる。

4.映像処理システムの改良点と問題点

本システム|よ 練習船におけるこれまでの経験

を生かし、従来より行なわれてきた教育 。研究を

さらに進めるためのシステムをめざした。現在の

運用状況では、以下に示すいくつかの改善がみら

れたが、間題点も残されている。

1)従来は映像や画像を表示するためにプロジェク

タを睫用していたが、部屋を暗くしないと回由が

視認しにくい、また、プロジェクタ自身の設置が

じゃまになつていたなどの不具合があつた。これ

を右舷船首側に設置した大型プラズマディスプレ

イに変更することにより、これらの不具合が改善

された

の映像処理パソコンは、当時としては映像を処理

するため¨ パソコズ あつたがヽ当初より

映像データを処理する場合の速度に多少の不満が

あつた。新システムには現時点における最速のパ

ソコンを組み込んだので、十分な速度0映像処理

が可能となった

の映像処理システムでデジタルデータとして保存

じね央像ファイルは記憶容量が大きく、従来のシ

ステムでは、1時間分程度しか記録できなかつた

しかし、新システムで|よ 3日分の記録とその編

集が可能な磁気ディスク装置を備えている。

oC言語で開発したプログラム|よ オペレーティ

ングシステムがMた osからWdowsXPに変更

になつたため、大幅に作り変えなければならなく

なつた

っレー冽画像lよ スキャンコンバータでNISC信

号に変換して取り込んでいるので画質がかなり劣

化して細力ヽ 、5輌黎:が見づらt褻 がある。スキ

ャンコンバータは、従来の装置醐 しており、

最良の画像を得られるように調整を試みて多少の

改善はみられたが、まだ十分と|力 えヽなし、

5.まとめ

以上、映像処理システムの概要と運用例につい

て述べた。映像処理用パソコンのオペレーティン

グシステムが変更になり、これまでのプログラム

等について|よ 移植する作業が残されている。し

かし、映像、画像、サウンドなどのマルチメディ

図5 大島丸紹介プログラム

図6 エンジンシミュレータ表示例
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アデータについて|よ 標準的なファイル形式で保

存されているので、
~部ファイルの変換が必要な

ものもあるが、ほぼ問題なく利用できる。従来か

らの資産を受け継ぐと共に、高性能な処理システ

ムを活用して様々な研究に役立つものと思われる。

また、単なる映像収集装置としてばかりでなく、

マルチメディア環境を生かした教育のためのシス

テムとしても期待される。
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